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緑葉会は約40年前、地域の男性が集まり「若手会」として発足しました。約30年前「いつまでも
若々しく」という思いを込め、新緑の「緑」に由来する「緑葉会（あおばかい）」へ改称しました。

緑葉会にはスポーツ協会の会員をは
じめとする若い世代も参加しており、
同世代に積極的に声を掛けることで、
緑葉会への加入につなげています。スポーツ協会のみなさんカラオケの様子

懇親会の様子

現在、全国各地で「担い手不足」が深刻な課題となっています。そうした中、日常の暮らしの中で、懇親
会や除草作業、地元の納涼祭などを通じて定期的に顔を合わせることで、自然と担い手が発掘され、次の
世代へと継承されている地区があります。今回は、そんな地域のつながりから担い手が生まれ、活動が受け
継がれている地区、牛沢町の「緑葉会」をご紹介します。

あおばかい

沢野地区 牛沢町「緑葉会」

現在の会員数は34名、平均年齢は
74～75歳です。最年少は37歳、最年
長は85歳。年会費は二千円で、奇数
月の第3土曜日には牛沢会館で定例
会（懇親会）を開催しています。
毎回定例会の後は、男性カラオケ愛
好会との合同カラオケも行われ、会員
同士の交流を深めています。

会長 橋本 登さん（78）

若手会の立ち上げ当初から参加し、

会長歴は4年目です。昨年までシニ

アクラブ「朝日会」の会長も務め

ました。緑葉会は、みんなが定期

的に集まって楽しい時間を過ごす

ことで自然と絆が深まっています。
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牛沢町では、スポーツ協会（若年層）とシニアクラブ（高齢層）の間をつなぐ「緑葉会

（中年層）」が、幅広い世代が地域活動に参加するための懸け橋となっています。こうして

世代を超えて顔を合わせる機会があることで、自然と交流が生まれ、つながりが育まれてい

ます。その中で、地域で担う役割も次の世代へと円滑に受け継がれています。

挨拶する大谷恒雄区長

育成会のみなさん

初めて来たけれど
お祭りは人の賑わい
や催し物、屋台の雰
囲気が楽しいです。

古口 浬来くん（19）

チンドンクラブのメンバーと
子供たちで旗挙げゲーム

Followme!

公式インスタグラム

サロンのプログラムの一環として、社会福祉協議会から生活
支援体制整備事業の説明を行うとともに、岩瀬川町シニア
クラブ「寿会」の取り組みについて紹介しました。

健康のために毎日市役

所まで自転車で散走し、

健康増進に努めている

ほか、着物をたくさんお

持ちで、介護予防も兼

ねて日々着付けを楽し

んでいます。「このような

会を企画し、声をかけて

いただけるのはありが

たいです」と話します。

令和７年1月に岩瀬川町へ引っ越してきた

橋本七郎さんと橋本勝子さんは今回が初

参加で、「とても楽しかったです。地域の方

と顔見知りになれる良い機会でした。また

参加したいです」と笑顔で話します。

初参加の橋本七郎さんと橋本勝子さん

★牛沢町納涼祭にも取材に伺いました★

発足当初は、納涼祭をはじめとする地域行事
の手伝いや、親睦会、飲み会などを中心に活
動していました。その後、太田市からの依頼を
受け、年3回、石田川河川敷サイクリングロー
ドの除草作業にも取り組むようになりました。

和田孝さん（78）金井 純一郎さん（52）

区長代理 関口順一さん区長 中島 正光さん

スポーツ協会 会長
矢島保さん（55）

父が緑葉会の立ち上げメンバーで、会員の皆さんにお世話

になってきました。父が年齢的に活動へ参加できなくなっ

たため、数年前から自分が参加するようになりました。

私も50代半ばとなり、10年務めたスポーツ協会の会長も、

近い将来、後輩へ引き継ぎたいと考えています。

私も緑葉会とシニアクラブの

両方に所属しています。ス

ポーツ協会も含め、三世代で

交流することが、自然と地域

の担い手が育つきっかけに

なっていると思います。

牛沢町は交流が盛んな地域

です。その積み重ねが地域

の結束力につながっている

と感じています。

除草作業の様子

先輩たちが優しく、定期

的に顔を合わせるうちに

自然と打ち解けます。ス

ポーツ協会から緑葉会に

加入する若手も増え、友

人から「うらやましい地

域だね」と言われます。

牛沢町では、スポーツ協会、

緑葉会、シニアクラブ、カ

ラオケ愛好会など、さまざ

まな団体が活動を通じて何

度も顔を合わせることで、

世代や団体の垣根を越えた

つながりが育まれています。
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